
 

 

 

 

 

 

自分らしさ 発見の旅を 

～充実した夏休みになりますように～ 

校 長 藤森 潤子 

蝉
せみ

の鳴き声が聞こえる季節になりました。本日 1学期の終業式を 

迎え、明日から夏休みとなります。保護者・地域の皆様には 4月か 

ら、生徒たちを温かく見守っていただき、心より感謝申し上げます。 

夏休み中も引き続き、宜しくお願い申し上げます。 

 

 1学期は毎日の学習に加え、横浜校外学習・自然教室・修学旅行 

そして体育祭と、大きな行事が続きました。また、生徒会活動も活 

発に行われ、「自動販売機中身検討プリジェクト」等、自分たちで学校生活をより良く変化

させていこうとする自治活動を展開しています。そして部活動でも、生徒の活躍する姿を

たくさん見ることができる、喜びの日々でした。 

 

保護者の皆様、夏休み前の三者面談、ご協力ありがとうございました。生徒一人一人の

目線に合わせてこれまでを振り返ってみますと、それぞれに違う風景が浮かび上がってま

いります。13歳～15 歳は人生の基盤づくりの大切なとき。これからもよく情報交換させ

ていただき、ご一緒に、生徒を育んで参りましょう。 

生徒の皆さん、面談で担任の先生と、自分の成長や頑張りを確認することができました

か？そして、どうしたらもう一回り大きな人間になれるか、なりたい自分になれるか・・・、

そんなことを考える機会になっていたら嬉しいです。自分をもう一度見つめ直し、充実し

た夏休みを計画してください。   

 一人一人の目の前に広がる“夏休み”が、“自分らしさ”を発見する大いなる旅となるよ

う願っています。 

心も体も大きく成長した皆さんと、元気に再会することを楽しみにしております。 
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※6月 5日（金）に開催した、第 46回体育祭の一コマです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

6月 9日（火）に「学校運営協議会」が本校 

図書室で行われました。横川惠会長をはじめ、 

PTA会長、地域の皆様、学識経験者の皆様と、 

より良い学校づくりに向けて意見交換することが 

できました。感謝申し上げます。これだけ多くの 

地域の皆様に支えられていることを、大変心強く 

感じております。その他にも多くのネットワーク 

に支えられ、豊かな学校生活となっております。 

   

正門前に置かれた、花博に向けた堆肥づくりのプランター↑ 

第４6回体育祭を終えて 

体育祭の準備から本番・片付けまで協力してくださってありがとうございました。皆さんのお

かげで、盛り上がる素晴らしい体育祭を作り上げることが出来ました。開会式で話した通り、一

人一人が勝利を目指し、心を一つにして戦っている姿がたくさん見られました。自分が出ていな

い競技でも、仲間のために全力で応援し、それにこたえるように全力で競技に取り組んでいる

姿を見て、飯中の体育祭は素晴らしいと、あらためて思いました。 

体育祭実行委員長 3年 

 

地域の皆様に支えられ 

 



栄区 よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト 
 

６月２5日（木）に「よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト栄区審査会」が 

行われました。栄区の各中学校から代表者１名が参加し、本校からは３年の 

代表生徒が参加しました。聞きやすい立派なスピーチでした。ご紹介します。 

 

                                                                                                          

「環境への恩返し」 

3年代表 

みなさんは、「安定した環境がなくなってしまった世界」を想像できますか。例えば、好きな

時に手を洗ったり、電気をつけたり、ご飯を食べて暮らせる、そんな環境を失ってしまったら

…。パッと想像できる人は少ないと思います。それはきっと、「安定した環境」というものが、

今までも今も、私たちの周りに、当たり前に存在しているからです。 

 しかし、その環境はゆっくりでありながらも確実に、崩れてきています。それらは、私たち

人間の「わがまま」が原因です。 

 例えば、近年食品ロスが問題視されています。食べられずに残された食品は、廃棄する

際に余分な CO2を排出し、地球温暖化に繋がっています。食品ロスの原因は様々あります

が、食べきれないから、賞味期限を過ぎそうだからと簡単に食品を捨てる行為は、「わがま

ま」と言えるでしょう。 

 もう一つは、水質汚染です。水質汚染が進むと、水中の生物に有害物質がたまり、生物

が死んでしまったり、それを食べた人の健康に悪い影響が及んだりしてしまいます。水質汚

染の身近な原因の一つは、ごみのポイ捨てです。ごみを適切な場所に捨てず、道路や公園

などに捨ててしまうことは、人間の「わがまま」と言えます。 

 では、なぜこのような「わがまま」が起こってしまうのでしょうか。それは、冒頭でも話した

ように、「安定した環境」というものが今当たり前に私たちの周りに存在しているからです。

実際、人間にとって質のいい生活のため、木を切り倒したり、海を埋め立てたりして自然を

破壊するという、私たち人間の「わがまま」を受け入れても、環境はまだ、私たちに「安定し

た環境」を与えてくれているのです。 

 そんな長い間私たちを守ってきた環境を前に、私たちがするべきことはなんでしょうか。

「安定した環境」に甘え、「わがまま」をずっと言い続けることでしょうか。そうではありませ

ん。私たちがするべきなのは、ここまで人間の都合や欲求による影響を受けながらも、私た

ちを支え続けてきてくれた環境を大切にして、毎日を無駄なく丁寧に過ごすことです。ご飯

を残さずに食べ、食べられるはずのものが捨てられてしまうという「無駄」が無いように過ご

す。ごみは分別してごみ箱に捨てて、無駄な CO2の排出を減らす。買い物のときは必要な

ものを必要な分だけ買って、あとにごみとなることが無いようにする。 

 このように、当たり前のことを丁寧に行うことが、私たち人間にできる、環境への恩返し

なのです。みなさんも、今ある環境を未来へ残していくために、身近なことから一つ一つ一

緒に始めてみませんか。 

 



                                                                                                                          

 

 

 

【5,6組 技術科 生物育成】 

5,6組 技術科の授業では、植物の栽培に取り 

  組んでいます。教室のベランダは日当たりが良 

  く、野菜の栽培に適しています。プランターに 

  みんなで植えたキュウリが、こんなに大きく成 

  長しました。この日は収穫して、浅漬けにして 

  いただきました。そのお味は、ほっぺたが落ち 

  そうになるくらい、美味しかったです。この体 

  験を通して、栽培の喜びを感じることができま 

  した。 

【２年 美術科 切手のデザイン】 

２年生の美術科では、「切手のデザイン」に取 

り組んでいます。「こんな国があったらいいな」 

という架空
か く う

の国を一人ひとり想像し、それぞれ 

が考えた国の、“記念切手”をデザインすると 

いう創作活動です。 

１年生から学んでいる、レタリングや構図、 

色彩に関する知識を総動員して、魅力的な記念 

切手が多数描かれています。 

 

８月～９月の主な予定 

８月１０日（月）～１４日（金） 学校閉庁日 

８月２７日（木） ２学期始業式 

８月２８日（金）～９月３日（木）教育相談 

８月３１日（月） 横浜こども会議 

９月 １日（火） 防災訓練 

９月 ９日（水） PTA役員会 

９月１６日（水）～１８日（金） ２学期中間試験 

９月２５日（金） ３年生 英語検定 

９月２９日（火） ３年生 第２回保護者進路学習会 

         高等学校等説明会 

 

※毎週火曜日の朝、挨拶運動を行っています。地域の皆様もご参加いただき、感謝いたします。 

 

学びの日記
ダイアリー

 

 

 


